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聖書朗読

旧約聖書

ゼカリヤ書 4章 1節 - 14節



1 私と話していた御使いが

戻って来て、
私を呼びさましたので、
私は眠りからさまされた人の
ようであった。



2 彼は私に言った。
「あなたは何を見ているのか。」

そこで私は答えた。
「私が見ますと、

全体が金でできている
一つの燭台があります。
その上部には、鉢があり、
その鉢の上には
七つのともしび皿があり、
この上部にあるともしび皿には、
それぞれ七つの管が
ついています。



3 また、

そのそばには
二本のオリーブの木があり、
一本はこの鉢の右に、
他の一本はその左に
あります。」



4 さらに私は、
私と話していた御使いに
こう言った。

「主よ。これらは何ですか。」

5 私と話していた御使いが
答えて言った。

「あなたは、これらが何か
知らないのか。」
私は言った。

「主よ。知りません。」



6 すると彼は、

私に答えてこう言った。
「これは、

ゼルバベルへの主のことばだ。
『権力によらず、能力によらず、

わたしの霊によって。』
と万軍の主は仰せられる。



7 大いなる山よ。おまえは何者だ。

ゼルバベルの前で平地となれ。
彼は、

『恵みあれ。これに恵みあれ。』
と叫びながら、
かしら石を運び出そう。」



8 ついで私に

次のような主のことばがあった。

9 「ゼルバベルの手が、

この宮の礎を据えた。
彼の手が、それを完成する。
このとき、あなたは、
万軍の主が私をあなたがたに
遣わされたことを知ろう。



10 だれが、

その日を小さな事として
さげすんだのか。
これらは、
ゼルバベルの手にある
下げ振りを見て喜ぼう。
これらの七つは、
全地を行き巡る主の目
である。」



11 私はまた、彼に尋ねて言った。

「燭台の右左にある、
この二本のオリーブの木は
何ですか。」

12 私は再び尋ねて言った。

「二本の金の管によって
油をそそぎ出す
このオリーブの二本の枝は
何ですか。」



13 すると彼は、私にこう言った。

「あなたは、
これらが何か知らないのか。」
私は言った。

「主よ。知りません。」

14 彼は言った。

「これらは、
全地の主のそばに立つ、
ふたりの油そそがれた者だ。」
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主テキスト：

「『権力によらず、
能力によらず、
わたしの霊によって。』と
万軍の主は仰せられる。」

（ゼカリヤ4:6）



Ａ．ゼカリヤの時代と課題

１．ゼカリヤ

・バビロン捕囚が解かれた
復興期の預言者

・父はベレクヤ、祖父イド(1:1)



２．ゼカリヤ時代の出来事

BC
586 エルサレム滅亡、神殿破壊、

バビロン捕囚
538 バビロン滅亡、

ペルシャ王クロスの解放令
536 第一次帰還

(ゼルバベルとヨシュアの指導)
神殿再建に着工、

しかし、妨害で中断



520 ハガイ、ゼカリヤの激励で
工事再開

516 神殿完成



３．ハガイとゼカリヤの任務：
神殿工事再開の励まし



Ｂ．ゼカリヤ4章の幻

１．幻の内容（絵図参照）

・金の燭台（神殿の灯りと同じ）
・鉢（油の供給タンク）
・七つのともしび皿
・七つの管

(タンクからともしび皿への供給)
・二本のオリ-ブの木

(実は絞られてタンクに給油)





２．幻の意味

・ゼルバベルとヨシュアへの
油注ぎ（14節）

・継続的な聖霊の油注ぎ(8節)



Ｃ．私達へのメッセージ

１．事業は、
人間の権力･能力では動かない

・権力(人間的資源)によらない

・能力によらない



２．御霊による

・御霊が支配的要素

・何の業？：教会に関わる業

・世の業にも（創世記39：3）



３．主の霊に「よる」という意味

・御霊の導きを捉え、それに従う

・御霊の力を信じつつ実行する
(9-10節)

・御霊の圧倒的なお働きに
信頼する(7節)


